
Panasonic

番WX-650品

取扱説明書
■この説明書と保証書をよくお読みのうえ、 
正しくお使いください。
そのあと大切に保存し、必要なときにお 

読みください。
■保証書は必ず「お買い上げ日•販売店 

名」などの記入を確かめて、販売店か 

らお受け取りください。

保証書別添付

(seej

このたびはパナソニックレクチュアアンプをお買い上げいただきまして、まことにありがとう 

ざいました。

300MHz帯ワイヤレスマイクが使用できます。
ノイズリダクション搭載300MHz帯ダイバシティチューナユニットWX-D300Cシリーズ 

（別売）をご使用ください。
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安全上のご注意 必ずお守りください）

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するだめ、必ずお守りいただ＜ことを、次のように説明 

しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

△警告 この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性か想定される」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性まだは物的損害のみか発生する可能性が想定される」 
内容です。A ;王思

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。
（下記は絵表示の一例です。）

S このような絵表示は、してはいけない「禁止」の内容です。

❶ このような絵表示は、必ず実行していただ＜「強制」の内容です。



安全上のご注意 〇必ずお守りください）

工事は販売店に依頼する

❶ 工事には技術と経験 

か必要です。火災、 
感電、けが、器物損 

壊の原因となります。

I必す販売店に依頼して＜ださ 
い0

異物を入れない

0
禁止

水や金属が内部に入 

ると、火災や感電の 

原因とな1〇ます。

•ただちに電源プラブを抜いて、 
販売店にご連絡＜ださい。

電源コードは、必ず 

プラグ本体を持って抜く

❶ コードか傷つき、火 

災や感電の原因とな 

ります。

•抜＜ときは電源プラブを持つ 

て抜いて ＜ ださい。

移動しないときは、 
キヤスターを止める

❶ 思わぬ動きで、けが 

の原因となります。

△警告
異常があるとぎは、
すぐ使用をやめる

煙が出る、臭いかす 

る、水や異物が入つ 

た、落として破損し 

たなど、火災の原因 

となります。

❶
參ただちに電源ブラブを抜いて、 
販売店にご連絡 ＜ ださい。

分解しない、改造しない

分解禁止

火災や感電の原因と 

なります。

參修理や点検は販売店にご連絡 

＜ださい。

0
禁止

感電の原因となりま 

す0 0
禁止

コードの被覆か溶け 

て、火災や感電の原 

因となります。

電源コードを傷つけない

0
禁止

重いものをのせだり、 
はさんだりするとコ 

ードが傷つき、火災 

や感電の原因となり 

ます。

參修理は販売店にご連絡くださ 

い0

△注意

設置上のお願I
ご使用電源はAC100 V

ご使⑷後は必ず堪源ス
てください 100V

ワイヤレスマイクをこ 1吏用のときは

•本機にはワイヤレスチュ- 

ナュニ，卜が内/1•友されてい 

ませんのでワイヤレスチュ 
-ナユニ ノ ト WX-D300C- 

リーズ（別売）をご使用く 

ださいu

广本機の設置場所は一

•直射H光の、1iる所や温風吹 

出U近くは避けてください 

また、湿M、ほこりおよび 

振動の多い場所に設芯する 

と故障の取因になることが 

あります。

ダイバシティ効果について
•充分なダイバシティ効果を得るために、ワイヤレ 

スマイクは受信機から30 m以内でご使用になるこ 

とをおすすめします。
近くの妨害電波にご注意ください。
•同じ周波数の妨害電波、商周波を使う機器がない 

か確かめてください。やむをえず雑浮源の近くで 

使用する場合は、ワイヤレスマイクと本機との距 

離を2〜10m以内に近づけてください。送倍所の 

送信アンテナの直下では到達！^離が短かくなるこ 

とがあリます。

使用上のお願い
屬のワイヤレス機器と組み合わせてご使用になるとき
•マイクロホンどうしは50cm以I.離してください0 

•本機とワイヤレスマイクの距離は、2m~10m以 

内にしてください。
なお2 m以内に近づきますと飛び込みや混信など 

が発牛:することがあります。

お手入れ
•ベンジン、シンナーは、 

絶対に使用しないでくだ 

さい。

ケースが変形したり、変 

色することがあります。
舞化学ぞうきんをご使用の 

際はその注意迸に従って
ください。

•ケースの ＞‘リれは乾いた布 

でふいてください。ひど 

いiOKは、水か台所用洗 

削を少し布•につけてふき, 
あとはからぶきしておき 

ます,，



のような使いかたができます
T1

レクチユアアンプWX-650
外部のスピーカ 

を増設する場合
本機から離れた位置で話
す場合

（8ページ参照）（ 5 s 8ページ参照）

外部マイクロホ

WS-A300-K など

本機から離れた位置で話す
場合（6、9ページ参照） 雛テープレコーダに録音する場合

（8ページ参照）
ワイヤレスマイク

カセツトテープレコーダなど

スピーチ用スピーチ用
（タイピンW）

VVX 1600

録音テープを再生する場合 
（8ページ参照）

カセツトテープレコーダなど

各部の名称と働き
本体
テ-ブルマイク（風防付き、付属） 

テーブルマイクコネクタ

操作部

入出力部

入出力部 

表示ラベル

テーブル照明灯 
テーブル照明スイッチ
♦操作部の電源スイ/+を 
「人」にしてからこのスイ 

…チを1人（•）」にすると 

テーブル照明灯が点灯し 

ます。

•ブル

外部機器用ケーブル 

引出穴

収納部ふた

.キヤスタ
•本体を左右"向に移動 

できます。

収納部

•本体の逝源コードおよび他 

の機器を収納します。

■操作部 ワイヤレス受信表示灯 

［aアンテナ/?］（緑色）
*アンテナ（本体に内藏）に電波を受信 

すると成灯します。電源スイッチ〔切1•入〕
p電源表示灯（赤）

rワイヤレスマイク2 

音量つまみ［g］］

の音量を調節します。

ワイヤレスマイク1、 

音量つまみ［in］
♦ワイヤレスマイク1

の音Mを調節します。

厂音質切換スイッチ［音質1 「外部マイク音量つまみ 
［外部マイク音量］
♦人出力部の外部マイク人カジャックに接 

続したマイクロホンの昔を凋節します。

書疔竹を3段階に切リ換えること 

ができます。
1…蛟も広帯域の音が再生されます。
2…低域がカットされます。
音がこもって聞こえる場合に有効です。

3…人の声の帶域を中心にした周波数を強調し、 
明りよう度の高い音が再生されます。

へテーブルマイク音量つまみ
［テーブルマイク音量］
*テーブルマイク（付祕）の音Mを調節 

します。

◎（從_

2 3



入出力部表不ラベル

入出力表示ラベル

外部マイク入カジャック［外部マイク入力h
64dB600Q付:衡中-式ジャ/ク 

像む線の外部マイクを接続します，テーブルマ 

イクの他にLう一つのマイクロホンが必要な
とき（》_J会者など）に使用します。

■入出力部

入出力部の端子類 

およびワイヤレス 

チューナユニット 

差込口は操作部の 

底面にあります。

テープ録音/ライン出カジャック
テープ録音/ライン出力］
OdB 10kQ 不+:衡 2 M路

*テープレコーダを接続して、録音を 

するときに使用します。
•アンプ付スピーカまたはアンプを接 

続します。広い場所で、本体以外の 
スピーカからも音を再生させたい場 

合に使用します。

-電源コード

AC100V 50/60 Hz

テープ再生ジャック［テープ再生］ワイヤレスチューナユニット差込口
10dB 20k Q ィぃ|.:%ワイヤレスユニット1、ワイヤレス

コーダなどを接続しますテーフレ

♦ワイヤレスチューナユニ/卜WX

D 300Cシリーズ（別克）を2台まで取 

り付けが可能です。（9ページ参照） 
※出荷時はかくしパネルが取り付け 

られています。

テープ再生音量ボリユーム［レベル］^
♦テープ再生ジャ/クに接続した外部 

機器の音量を調整します。「大」の方 

向に回すと音Mは大きくなリます。
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操作のしかた
テーブルマイクの使用について

3

4

付属のテーブルマイクをテーブルマイク 

コネクタに接続します。（7ページ参照）

電源スイツチを「入」にします

テーブルマイク音量つまみでお好みの音 

量に調節します。

音質を変えたいときは音質切換スイッチ 

で選びます。
音打切換スイノチは3段階に切り換えることができ 

ます。
〔1〕…蛟もn•帯域の音が再生されます。
〔2〕•••低域がカットされます。

音がこもって聞こえる場合に有効です。
〔3〕•••入の声の帯域を中心にした周波数を強調 

し、明リょう度の高い音が冉生されます。

外部マイクロホン（有線）の使用について

3

4

入出力部の外部マイク入カジャックにマ 

イクロホンを接続します。

電源スイッチを「入」にします。

外部マイク音量つまみでお好みの音量に 

調節します。

音質を変えたいときは音質切換スイツチ 

で選びます。
昔れ切換スイッチは3段階に切り換えることができ 

ます。
〔1〕…妝も広帶域の音が再生されます。
〔2〕•.•低域がカットされます。

rvがこもって聞こえる場合に有効です。 
〔3〕•••人の声の帯域を中心にした周波数を強調 

し、叫リょう度の高い音が再生されます。

5



■ワイヤレスマイクの使用について
※ワイヤレスチューナユニットwx - D300Cシリーズ（別売）を取り付けてください,

電源スイツチを「入」にします

ワイヤレスマイクの電源スイツチを「ON. 

にします。

イヤレスマイク1、2音量つまみでお〇ワイヤレスマ
U好み音量に調節します0

4 音質を変えたいときは音質切換スイツチ 

で選びます。
切換スイ/チは3段階に切リ換えることができ 

ます。
〔1 も広帯域の音が冉生されます。
〔2〕•••低域がカットされます。

荏がこもって聞こえる場合に有効です。
〔 3〕•.•人の声の帯域を中心にした周波数を強調 

し、明りょう度の高い音が再生されます。

テープル照明について
照明カバ- 照明スイッチ

ランプ

照明スイ.ノチの「*」を押すと点灯します。

※操作部の電源スイッチが「切」tこなっている 

ときは、照明スイ/チの「*」を押しても点 

灯しません。

ご注意

ランプの交換のしかた
※ランプが切れたとき、極端に暗くなったとき 

は交換してください。

ソケット

ガイド

突起 スワン型ランプ 

JIS BA-9

点灯中は照明カバーやランプが高温になります 

ので紙や布などを近づけないようにしてくださ

ランプの突起をソケットのガイドに合わせて押しこみ、 
X印方叫にひねると固定されます。

r~ご注意- - - - - - - - - - - - - - -
•交換するランプは自動車用、12V10W〔推奨品 

A4125（スタンレー電気製）〕を使用じC ください。 
»自動車用ランプ以外のものは使用しないでくだ 

さい。
♦照明スイッチを必ず「切」にし照明カバーやラ 

ンプの温度が下がつてから交換してください。

6



接続のしかた
本体の接続のしかた

テーブルマイク
(風防付き、付属)

テーブルマイク
コネクタ

1 付属のテーブルマイクをテーブルマイ 

クコネクタに接続します。

※このとき、図のようにそれぞれのみぞの 

「m部jと「凸部」を合わせて押し込みます。

固定用ねじリ

2 固定用ねじリングを矢印方向に回して 

テーブルマイクを固定します0

※テーブルマイクをnすときは、固定用ね 

じリングを逆ぢ向に回して外してからテ 

ーブルマイクの基部をもって引き抜いて 

ください。

入出力部の電源コードを外部機器用ヶ 

ーブル引出穴から引き出してコンセン 
卜(AC100V 50/60Hz)に接続します。

入出力部表示
ラベル ご注意

テーブルマイクの接続や取り外しは
必ず電源スイッチを「切」 にしてか入出力部
ら行ってください0

外部機器用ケーブル引出穴

承©©
1•rr.J



■外部マイクロホン（有線）、テープレコーダおよび外部スピーカ（アンプ内 

蔵式）などの接続のしかた

テープ再生音量ボリューム

入出力部

*• r - ； r » -

r i i« ^ r k j f

AC 100V
外部マイク入力 テープ再生コンセント
ジヤックへ ジャックへ

外部マイクロホン（有線）
テーフ努音/

テープレコーダ ライン出力
ジャックへ

INPUT へ

OUTPUTへ 、i^Wp_9220など

コード

IN PUT へ

ケーブルの引き出しかた
接続した機器のケーブル
は図のように本機下部の
外部機器用ケーブル引出 WS-A300-K など

穴から引き出してくださ
テープレコーダ

外部機器用
••大形単式プラグ 

（EIAJ規格品）
•-ピンプラグ

ケーブル引出穴

ご注意
入出力端子のケーブル、コード類を抜き差しするときは必ず電源スイッチを「切」にしてから行ってください。 
''テープ再生"と''テープ録音/ライン出力〃を同一のカセットデッキに同時に接続すると発振することがあり 

ます。一つのカセツトデッキにはどちらか片方のみ接続してください。
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接続のしかた
ワイヤレスチューナユニットWX-D300Cシリーズ（別売）の取り付けかた

ワイヤレスチューナユニットを取り付けるときは、販売店にご相談ください。

※1.ワイヤレスチューナユニ/卜は2 f?まで取リ付けが叶能です。
2 .人出力部の端子類およびワイヤレスチューナユニ/卜差込Nは 

操作部の底面にあります。

入出力部

かくしパネル

かくしパネル取付ねじ

必ず電源スイツチを「切」にしてから 

かくしパネル取付ねじを外し、かく 

しパネルを外します0

c入出力部

取付アングル
（本機に付属）

＜ネル取付ねじ

チヤンネルラベルを 

貼ります

ワイヤレスチューナユニットWX-
D300Cシリーズを差し込み、取付ア 

ングルで固定します〇

ご注意
春ワイヤレスチューナ1、2は、それぞれ差 

し込む方向が違います。入出力部表示ラべ 

ルの絵を参考に差し込んでください0

チヤンネルラベル（ワイヤレスチユ 

ーナユニットに付属）を貼ります。
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保証とアフターサービス （よくお読みください）
修理•お取り扱い•お手入れなどのご相談は…
ます、お買い上げの販売店へお申し付け＜ださい。 
♦修理は、サービス会社•販売会社の「修理相談窓口」

I保証書（別添付）
必ず、お買い上げの販売店からお買い上げ日•販売 

店名などの記入をお確かめのうえ受け取り、よくお 

読みのあと、大切に保管して＜ださい。
保証期間：お買い上げ日から1年間

便利メモ（おぼえのため、記入されると便利です。）

■修理を依頼されるとき
ます電源ブラブを抜いて、お買い上げの販売店へご 

連絡 ＜ださい。
*保証期間中は
保証書の規定に従ってお買い上げの販売店か修理さ 

せていただきますので、恐れ入りますか、製品に保 

証書を添えてご持参 ＜ださい。
争保証期間を過ぎているときは
修理すれば使用できる商品については、ご希望によ 

り有料で修理させていただきます。

お買い上げ年月日 年月日 品番WX-650

販売店 名 電話（ ）

松下電器産業株式会社 

松下通信工業株式会社AVシステム事業部
〒224横浜市都筑区佐江戸町600 0（045） 932-1231 （大代表）

N1288.1026 A8QA1805BN


